UL Japan 電波法「登録証明機関」業務範囲／第8号
特定小電力機器 移動体識別 

	試験項目
	技術基準等

		ホッピング方式 

	ホッピング方式以外


	電波の型式 
[電波法施行規則告示 42号]
		N0N, A1D, AXN, F1D, F2D, G1D


	割当周波数または指定周波数
[平成23年 総務省告示第507号]
[電波法施行規則 告示第42号]
	2,400MHz ～ 2,483.5MHz
	2,448.875MHz


	周波数の偏差 （×10-6）

	50

	指定周波数帯


	占有周波数帯幅の許容値 

	83.5MHz
[無線設備規則 別表二 第30]
	5.5MHz
[平成18年 無線設備規則 告示第659号]

	スプリアス発射の強度の許容値
[無線設備規則第七条]
	＜ 2,387MHz

2.5μW/MHz以下

2,387MHz ≦ f ＜ 2,400MHz
25μW/MHz以下

2,483.5MHz＜ f ≦ 2,496.5MHz

25μW/MHz以下

2,496.5MHz＜

2.5μW/MHz以下

	100μW （＜1W）


	空中線電力
	指定値 ： 0.01W/MHz以下
＊但し、2,427～2,470.75MHzは、 0.003W/MHz以下 

[電波法施行規則告示 42号]
偏 差 ： ＋20％  －80％

[無線設備規則 第十四条1項表七]
	指定値 ： 0.01W以下

[電波法施行規則告示 42号]
偏差  ： ＋50％  －50％

[無線設備規則 第十四条1項表六]

	副次的に発する電波等の許容値
[無線設備規則 第二十四条]
	1GHz未満： ≦ 4nW 
1GHz以上： ≦ 20nW 

	≦4nW


	備考
[無線設備規則 第四十九条の十四]
	送信空中線利得 ： 6dBi 

	送信空中線利得 ： 20dBi以下
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